
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフもお客様も 

幸せなお店をめざして 
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記/ (有)八戸マイホームセンター 

代表取締役  間山 直人 氏 記/ (株)トヨタレンタリース青森 店長  泉澤 佑 氏 

（2022/6/23  参加 21 名） 

◆報告者◆ 

和み家（上十三支部） 

代表 黒沢 若菜 氏 

★☆★ 感想文 ☆★☆  
 

黒沢さんのこれまでの自分の気持ちの葛藤

とスタッフとの関係をリアルに感じる報告で

した。 

好業績時の売れっ子スタッフの離脱などは

多くの経営者が苦労しているのではないでし

ょうか。黒沢さんはそんな時にも自問自答し、

スタッフとの関係を模索し続けた結果が今に

つながっており、また、経営指針を創ったこと

によって自分の進むべき方向がしっかり定ま

ったのではないかと感じました。 

（2022/6/18  参加 13 名） 

★☆★ 感想文 ☆★☆  
 

今回、ジオパーク見学例会に参加させて頂

き、初めて見学した所も多く、自然の広さと歴

史の深さに感銘を受けました。それと同時にコ

ロナ禍というだけでなく、普段から自然と接す

る機会が少なかったという事を痛感しました。 

説明の中で尻屋崎エリアの大地が約 1 億年

前に出来た歴史ある大地である事に加え、その

歴史に比べたら人の一生は一瞬である事から、

今この時を一生懸命に楽しく生きようという

言葉が印象に残っています。実際に広大な自然

に触れた事で、自身の考えや悩みが小さな事に

感じ、今日からまた頑張ろうという気持ちにな

りました。 

今後はもっと自然に触れる時間を作ってい

きたいと思うと共に、またこのような機会があ

れば、是非参加したいと思います。貴重な体験

をさせて頂き、ありがとうございました。 



 

 

 

伝統と革新  

～八戸酒造の挑戦から戦略を学ぶ～ 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月理事会報告     於：事務局 2022.7.5(火) 
  

１）年度方針の確認 

●青森同友会新年度（２０２2年度）重点活動方針 

●青森同友会 3カ年ビジョン（2020～2022） 

２）報告事項 

●青森同友会の各種全県事業と全国行事について 

①7月の各支部予定 

②中同協第 54回定時総会 in沖縄 

③2022組織強化・会員増強全国交流会 

④北海道・東北ブロック支部長・地区会長交流会 in 宮城 

⑤第 50回青年経営者全国交流会 in兵庫 

⑥第 53回中小企業問題全国研究集会 in長野 

●支部長会議について 

●第 19期経営指針を創る会の状況について 

３）審議・確認事項 

●青森同友会の新型コロナへの対策について 

●青年部会設立の準備状況について 

●青森同友会 2022年度全県行事について 

●第 21回経営研究集会について 

●ブロック支部長・地区会長交流会について 

●年度会勢目標に向けての取り組みについて 

●各支部、委員会からの報告 

入退会 会員数 403名／入会 6社 退会 1社 

【次回開催日】２０２2年 8月 3日(水) 13:30～/オンライン 
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（2022/6/28  参加 27 名） 

◆報告者◆ 

八戸酒造(株)（八戸支部） 

専務取締役 駒井 秀介 氏 

★☆★ 感想文 ☆★☆  
 

私が今回、個人的に学んだ事は、業種問わずに

ブランディングがとても大事であり、そのブラン

ディングがその会社の強みとなる事を再認識でき

ました。いいものさえ作れば当然売れていくので

はないか？と当たり前の事ではありますが、それ

を作るという事もまた難しく、それに至るまでに

先代との衝突もあり、そして出来上がったとして

もそれをまた後世に引き継ぎ残していくというの

もまたどれくらいの時間と労力を要するものなの

かと、大変な作業だと思いました。そして昨今世

の中を脅かしているこの新型コロナのおかげと言

えば正しくはありませんが、在宅率が上がりつつ

もアルコール離れが進む世代が多くなったのを機

会に、他社との協力をして新しい日本酒を造り、

業界を盛り上げていくという発想もまた奇跡的な

事だと思います。それが今度話題になり新聞等に

も掲載され、飲食店ではその日本酒を仕入れお客

様に提供しています。 

当社でもこの取り組みによって造られた日本酒

を仕入れて店舗でメニューにしています。これか

らも他社との協力で造られる日本酒ができていく

ことで、飲食店もマンネリ化せず、新鮮さを感じ

ていく事ができるので、是非楽しみにしています。 

記/ (株)北都 営業部長  新岡 洵治 氏 

6/22 津軽支部 6月例会 参加 21名 


